
 

別記様式第２号 

 

会議の概要報告 

会議の名称 佐野市保育所整備運営計画策定委員会 

１ 開催日時 平成 21 年 12 月 16 日（水）13 時 30 分～15 時 30 分 

２ 開催場所 佐野市役所本庁舎第 2 会議室 

３ 委員等の人数   １０人 

４ 出席委員等の人数    ７人 

５ 議題 

１ 佐野市保育所整備運営計画 基本方針（案）につい

て 

２ 佐野市保育所施設整備計画 基本方針（案）につい

て 

３ 「次世代育成支援行動計画後期基本計画」との整合

と目標事業量について 

６ 会議の公開・非公

開の区分 

 

☑  公開 
□ 一部公開 

□ 非公開 

一部公開･非公開の理由 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 会議資料の名称 

・保育所利用保護者に対する保育ニーズ調査の結果につ

いて 

・私立幼稚園に対する認定こども園移行調査の結果につ

いて 

・佐野市保育所整備運営計画 基本方針（案）について

・佐野市保育所施設整備計画 基本方針（案）について

・「次世代育成支援行動計画」との整合と目標事業量につ

いて 

９ 会議の概要 

(発言の要旨) 

 別紙のとおり 

10 その他  

 



 

第２回佐野市保育所整備運営計画策定委員会会議録（要旨） 

 

               日 時 平成２１年１２月１６日（水） 

                   午後１時３０分～午後３時３０分 

場 所 本庁舎第２会議室 AB 

 

出席委員（敬称略） 

藤原委員長、小林副委員長、長濱委員、奥村委員、長谷川委員、三浦委員 

大島委員 

 

１ 開会 

 

２ 報告事項 

（１）保育所保護者に対する保育ニーズ調査の結果について 

 

（事務局） 

資料 1-1、資料 1-2 により説明 

 

（委員長） 

保育の質の向上を希望している保護者の方が多いが、何を望んでいるのか 

（事務局） 

保育の質については、いろいろあると思うので、これをきっかけに情報収集

を行いたいと思う。 

（委員） 

今回の調査は、保護者から意見を聞いているが、管理者・保育士の意見は聞

かないのか 

（事務局） 

昨年、保育所の管理者（園長）アンケート調査を実施し、今回は利用者のニ

ーズを把握するために実施した。今後は、管理者・保育士からの意見を取り

入れながら、整備計画書を作成したい。 

（委員） 

昨年度作った報告書の５ページに一人あたりの床面積があったが、国の示す

最低基準には保育室しか定められていない。事務室・医務室・調理室も含め

調査していく必要がある。 

（事務局） 

今後、施設整備計画を進めていくなかで、佐野市独自の最低基準を検討して

いく必要がある。ご指摘の件を含めて、調査検討したいと考えている。 



 

 

（２）私立幼稚園に対する認定こども園移行調査の結果について 

 

（事務局） 

資料２により説明 

（委員） 

認定こども園になった場合、国・県の補助金はだいたいどのくらいでるのか。 

（委員） 

幼保連携型だと国から運営費がでるが、幼稚園型だと認定こども園の看板を

もらうだけでなにもない。 

（事務局） 

幼稚園型だと認可外保育施設としての民間育児サービス補助金がでる。 

（委員） 

認定こども園の目的は、待機児童の解消と幼児教育を受けられるということ

だが、国は何の補助も無くすすめている。幼稚園が教育、保育園は教育をし

てないような誤解がされている。保育園は養護と教育をおこなっている。佐

野市として、認定こども園がどうあるべきか模索する必要がある。 

（委員） 

幼稚園だから、保育園だからというのではなく、佐野市として、就学前の期

間をよりよい環境のもとで、養護と教育が受けられるように考えていくべき

であって、幼保の区別なく等しく育つようにすることが認定こども園の目標

となっている。 

（事務局） 

認定こども園に対しての支援等は、各委員の意見を参考に検討したい。 

（委員） 

補足するが、待機児童のカウント方法がかわった。以前のカウント方法では

待機児童数が５～６万人、途中から認可外が除かれ、２～３万人となってい

る。厚労省の調査だけでは、待機児童の実態に関しては見えない部分がある。 

（委員） 

保護者の立場では病児病後児保育をお願いしたい。 

（委員） 

保育所を設置するうえでの地区割は、ある程度は考えなくてはならないが、

エリアを柔軟にすべきと思う。幼稚園は必要ならどこへでも行く。公立保育

所でもバスを出してもよいと思う。栃木県幼稚園連合会が取りまとめた平成

２１年７月の数字だが、佐野市の０歳～４歳人口が 5970 人、幼稚園が 1809

人、保育園が 1702 人となっており、残りの児童については、家庭で入りた

いと希望しても全部拾うことはできない。 



 

０～１歳児は今後もっと増えていくことが想定される。受入れ体制を考える

べきである。 

（委員） 

保育所に預けたい・預けないは保護者の選択になるが、働く人が増えれば納

税者が増え、市が豊かになる。佐野市の保育園は大変努力してきた。佐野市

に保育ニーズがあった。 

保育所の新しい施設基準の検討が必要になってくるが、全国社会福祉協議会

が平成 21 年 4 月にとりまとめた、「機能面に着目した保育所の環境・空間に

係る研究事業報告書」のなかで、新しい施設基準等を示しているので参考に

したらどうか。 

働く、働かないは保護者の意志・考えがある。保育の質が担保されることで、

豊かになる。統廃合については、保護者の意見を十分聞いてもらいながらす

すめるものとし、残すべき保育園は残してもらいたい。保育所を頼ってこど

もを産む家庭があるので慎重に検討してもらいたい。 

 

３ 議事事項 

（１）佐野市保育所整備計画策定方針（案）について 

①整備運営計画方針（案）について 

②目標事業量と「次世代育成支援行動計画後期基本計画」との整合について 

（委員長） 

議事事項について一括説明を求める。 

（事務局） 

議事事項の順に資料３、資料４により説明 

（委員） 

待機児童の解消だけを見ていると、いつになっても解消しない。 

（委員） 

中山間地域の人口は減っている。土地も安いので是非中山間地域に作ってほ

しい。若いひとは南へ残りは高齢者になる。それほど距離もない。 

少ない収入の中でガソリン代もかかり、大きな支出をしているのが中山間地

域だ、環境は良い。中山間地域の保育所は継続運営をしていただきたい。 

（委員長） 

参考意見としたい。 

（事務局） 

次回の会議は２月頃を予定している。 
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